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コミュニケーション支援ボード
荒川区

マニュアル

目　的こんな方にご利用ください
●自閉症・知的障がい者で、

　言葉と絵で伝えると理解しやすい方

●聴覚に障がいがある方

●視覚に障がいがある方

●言語に障がいがある方

●相手に伝えることが難しい方

文字や言葉で伝えることが難しい方

は、コミュニケーション支援ボードの

絵を指さして意志を伝えることが出来

ます。また、コミュニケーションのと

りにくい方にも、言葉かけと絵を見せ

ることで伝えやすくなります。



飲み物は「お茶」で
いいですか？

コミュニケーション 支援ボードの使い方 例 え ば

何か困っていたり、
何か伝えたいことがあるときには、
正面にまわって注意を引いてから、
ゆっくり、やさしく
声をかけてみてください。

言葉の意味が通じていない時や
相手が何を言っているか
わからない時に「どうしましたか」と
コミュニケーション支援ボードを
見せながら聞いてみてください。

相手にコミュニケーション
支援ボードを指さしてもらうことで、
意思を確認してください。

1
質問に対して、○か×で意志の確認をします。 本人が支援者に

伝えたい時

支援者が本人に
確認したい時

言葉で伝えることや、
指さしで伝えることが難しい方は…。
「はい」と「いいえ」の合図を
決めておきましょう。

例えば　
まばたき１回‥‥‥「はい」
まばたき２回‥‥‥「いいえ」
指　　　１本‥‥‥「はい」
指　　　２本‥‥‥「いいえ」

1 2

3

4

2

3

指さしが困難な方には、
支援者から、指さしをして、
その反応を表情や
動作によって確認してください。

5
言葉が話せなくても、
文字が書ける方もいます。
コミュニケーション支援ボードの
最後のページの
ホワイトボード（水性ペン使用）を
使ってみてください。

どうしましたか？

何か、ほしいものが
ありますか？

飲み物は「お茶」で
いいですか？

おなかがすいていますか？


